
　　   地域子育て支援センター
お子さんの健やか
な成長を願い、無
料で施設を開放し
て育児支援を行っ
ています。
● 詳細等は各子育

て支援センターまでお問い合わせください。

すまいるひろば　☎22－8099
宝田こどもセンター　平日9：00～14：00

 ★予約不要
2日㈫　七夕飾りを作ろう
9日㈫　おはなし会

16日㈫　身体計測
23日㈫　寒天あそびをしよう！
30日㈫　大きな紙におえかきしましょう！
※ 毎週水曜日は行事の代わりに園庭開放、
　または水遊び（10：30～11：10）をします。

ふれあいひろば　☎28－1725
橘こどもセンター　平日9：00～14：00

 ★予約不要
2日㈫　七夕かざりをつくろう

11日㈭　おはなしたんぽぽさんによる
　　　　読み聞かせ
18日㈭　歯科検診　子育て相談
23日㈫　体を動かして遊ぼう
30日㈫　身体計測をしよう
※ 3日㈬から水遊びができます。着替え・タオル

の準備をお願いします。

ひだまりひろば　☎36－2241
新野こどもセンター　平日9：00～14：00

 ★予約不要
2日㈫　七夕かざりをつくろう☆
9日㈫　おはなしひろば

16日㈫　シャボン玉であそぼう
23日㈫　身体計測（大きくなったかな）
30日㈫　楽器あそびをしよう♪

にこにこひろば　☎42－0720
今津こどもセンター　平日9：00～14：00

 ★予約不要
2日㈫　つくって遊ぼう
9日㈫　みんなで楽しくわらべうた

　　　　産後ダンス　10：00～
16日㈫　身体計測
23日㈫　絵本読み聞かせ
30日㈫　園庭開放

なかよしひろば　☎21－2002
平島こどもセンター　平日9：00～14：00

 ★予約不要
9日㈫　リトミック　10：00～（予約制）　

　　　　※申込締切日　7月5日㈮まで
16日㈫　身体計測
23日㈫　水あそび
30日㈫　水あそび

みんなのひろば　☎44ー5059
岩脇こどもセンター　平日9：00～14：00

 ★予約不要
2日㈫、3日㈬　七夕飾りをつくろう
8日㈪　おはなしを聞こう

17日㈬　なつまつりごっこ（要予約）
23日㈫　いっしょにあそぼう
30日㈫　おおきくなったかな
※4日㈭は閉所しています。

つどいの広場・すくすくin阿南
 ★予約不要

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場で
す。ぜひお越しください。
時間　9：30～11：30
日程　10日㈬　桑野公民館
　　　17日㈬　加茂谷公民館
　　　24日㈬　福井公民館
※ ひまわり会館すこやかルームは
　2日㈫、5日㈮、9日㈫、12日㈮、16日㈫、
　19日㈮
問 こども支援課　☎22－1677

病児病後児保育だより
☆なつまつり☆
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしいた
だけます。ぜひ、親子で気軽にお越しください。
日時　7月27日㈯　1部14：00～

　　　　　　　　2部14：30～
※ご希望の時間を電話にてご予約ください。
場所　岩城クリニック3階　保育室
対象　生後6カ月～小学校3年生と保護者の方
内容　 なつまつり
　　　（ヨーヨー釣り、くじ引き、ボールすくい等）
参加費　阿南市在住の方ならどなたでも無料
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 坂東　☎080－1998－7476 

家庭児童相談、児童虐待相談
主に18歳未満の児童を対象に心身の発達に
関すること、家庭での教育問題、学校生活で
の心配事、児童虐待に関することなどの相談
専用電話を開設しています。
直通電話　☎22－0765
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　9：00～16：00
問 こども支援課　☎22－1677

「地域子育て情報アプリ
あななんといっしょ」について

阿南市内の子育て支援施設の情報を掲載し
ています。阿南市公式 LINEにお
友だち登録後、トーク画面の下部
に表示されるメニューからご利用い
ただけます。ぜひご活用ください♪

おひさまひろば　平日 9：30～15：30
 ★予約不要

1日㈪　おひさまひろば
　　　　山口町でオープン！
3日㈬～ 5日㈮　七夕製作　

10日㈬～12日㈮　足型アート
22日㈪～26日㈮　発育計測
30日㈫　お誕生日会
問 阿南市子育て家庭支援センター
　 ※７月から山口保育所（休所中）へ移転します。
　 山口町末広12番地1
　 ☎26－0353
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て育子 ひ ろば

―水の事故を防ぐ―
今年も暑い夏がやってきました。海水
浴やプール、夏祭りや花火等、子ども
たちにとって、夏は楽しみが多い季節
です。その分、気の緩みから事故が起
こりやすい時期でもありますので、保
護者の皆さまには、お子さまの安全に
ついて引き続きご配意をよろしくお願
いします。
～7月 25日は世界溺水防止デー～
毎年のように全国各地で子どもたちの
水の事故が発生しています。水の事故
から子どもたちを守るために、
◦�立入禁止や遊泳禁止場所はもちろん、
むやみに水辺に近づかないこと
◦�水遊びをするときは、必ずライフジャ
ケットを着用すること
◦�大人（できるだけ複数）と一緒に水
に入ること
など、あらゆる事態を想定した対策を
講じておくことが大切です。また、ビ
ニールプール等のわずかな水の場合も
溺れることがありますので、水遊びの
際にはお子さまから目を離さないよう
に注意してください。
特に、年齢が上になるほど河川での事
故が多くなる傾向があります。流れが
あって深みもあり、つい危険な場所で
も子どもたちだけで水遊びをしてしま
うことがあります。河川は事故が起こっ
たときに大人に助けを求めにくい場所
でもありますので特に注意が必要です。
お子さまを水の事故から守るために、
一度ご家庭で話し合う機会を設けてみ
てはいかがでしょうか。
　　　　　　　　　　　　学校教育課

て育子 一言 メ モ


